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　平成20年度より内閣官房と連携して開講している「地域活性化システム論－農学と地域活性化－」の第１
回を兼ねて，10月15日（土）に第10回農学部公開シンポジウムを開催した。
　農村地域の活性化に，農学がいかにかかわるべきかについて，農業者が自発的に取り組んでいる「農業の
六次産業化」という視点から，畜産加工を中心に農業の高付加価値化を通じた地域への波及効果の意義につ
いて６名の方からご報告を頂き，パネルディスカッションを行って，農業者・政策担当者，そして農学研究者，
それぞれの立場から議論を深めることができた。
テーマ：「六次産業化による地域活性化と農学」
　　　　　－畜産経営における高付加価値化への途－
⑴「個別経営による畜産物加工とPB化の可能性」
　　　　（株）ＦＢＴプランニング　代表取締役社長　久塚智明
2「岡山県における畜産加工の現状と課題」
　　　　岡山県農林水産総合センター　普及連携部・産学連携推進課課長　栗木隆吉
3「オンリーワンのジェラート製造と攻めのマーケティング」
　　　　あいす工房らいらっく　代表　酪農経営　吉井英之
4「豚肉の直売を中心としたマーケティングと耕畜連携への挑戦」
　　　　（有）大西畜産　代表取締役社長　養豚経営　大西良和 
5「健康な鶏の飼養による美味しい卵の生産追求とマーケティング」
　　　　采女ファーム　代表　採卵鶏経営　采女道義
⑹「畜産物加工及びプライベート・ブランド化の意義と展開方向」
　　　　（社）中央畜産会　事業第一統括部・情報業務担当　調査役　砺波謙吏
コンビーナー　岡山大学大学院環境学研究科教授　横溝　功
育てて食べようおいしい夏野菜－家庭菜園のツボ2011－　
　フィールド科学センター内の畑約20㎡を１区画として受講生に割り当て，ナス，トマト，ピーマンのほか
エダマメ，インゲンマメなどの夏野菜の育て方を指導した。原則として毎週水曜日の午後に講義または大学
院・学部学生による畑での栽培指導を行った。平日の日中のみ入構可能として講義日以外にも収穫や除草な
どの管理作業を行うよう指導した。東日本大震災の混乱が残る中での募集であったため，受講希望者が少なく，
定員（40名）には満たなかった。しかし，いずれの参加者も熱心で，暑い中で熱心に作物の栽培管理に取り
組み，自己流で行ってきた家庭菜園よりできがよいと好評であった。
　
受講対象者：家庭菜園に興味のある一般市民　26名
担当教員：吉田
１．農学部公開シンポジウム
２．公開講座
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技術職員：山奥・宮地
実施場所：岡山農場　南３号圃場
実施日　　４月13日～９月14日（毎週水曜日）
　　　４月13日（14時開講） 野菜栽培の基礎，葉菜類・マメ類の播種・定植
　　　４月20日（14時開講） 果菜類の着果習性，
　　　４月27日（14時開講） 肥料の種類と与え方，トマト・ピーマン，マメ類の定植
　　　５月６日（金） ナスの定植，ホウレンソウ・コマツナの間引き
　　　５月11日～８月31日 果菜類の整枝・誘引・栽培管理・収穫
　　　９月７日（14時開講） 秋野菜の作り方
　　　９月14日 あと片付け
“ウシ”にふれよう！
　　　　　－まきばでウシと畜産物を学ぶ－
日　時：2011年10月８日・22日・11月５日のそれぞれ９：30 ～ 12：00
場　所：岡山大学農学部付属山陽圏フィールド科学センター津高牧場
対　象：小学校２～６年生
参加者（人）のべ112名　内訳（保護者；47人）（生徒；65人）
内　容： ウシのブラッシング，牛舎作業，草地管理，飼料と肉質との関係，およびアイスクリーム製造実習
を学び，畜産物の生産とその安全・安心を支える科学技術を理解した。
事業の目的･ねらい
　ウシを始めとした家畜種は，乳や肉を生産するために人類が飼養している動物である。家畜種に限らず，
植物にしても多くの食料は，愛情を持ってそれらの生命を育むと同時に，最終的にその生命を奪わねばなら
ない。正しい食の意味とそれに関わる諸技術を成長の早い段階から学び考えることは重要なことである。そ
こで，食の生産と安全・安心について，またそれを支える様々な科学技術について，親子で考える機会を設
けるために実施した。
事業の概要
　第１回目（10月８日開催）は，牧場の説明とウシの一生について理解してもらったうえで，参加者にウシ
に触れ動物の温かさを知ってもらった。牛舎の中に入り，和牛子牛および成牛に触れ，ブラッシングするこ
とで家畜に愛着を持ってもらった。その中で，ウシの食べものやそれに対する安全管理，IT技術を使用した
繁殖管理，さらには微生物を利用して糞のにおいを消すなどの環境対策のための取り組みなどを理解しても
らった。
担当教員：舟橋
担当技術職員：野久保・片山
　第２回目（10月22日開催）は，何故ウシが草だけを食べて生きていけるのかについて授業をして理解を深
めたうえで，実際に牧場の草地をめぐり，ウシが食べる草や食べない草，それらの植生を理解してもらい，
３．ジュニア公開講座
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放牧牛の管理技術を学んでもらった。また，合わせて牧場周辺に生息する植物や野生動物（の足跡）を観察
することで，家畜を飼育する上での課題（害獣駆逐技術などを含む）を理解してもらった。さらに，様々な
種類の牛肉を食べ比べ，ウシがお肉になることやそのおいしさについて体験を通じて理解してもらった。
担当教員：舟橋
担当技術職員：野久保・片山
　第３回目（11月５日開催）は，アイスクリームを実験室で作ることで，畜産物加工技術に対する理解を深
めてもらった。その際，食の安全管理に対する検査技術についても理解してもらった。講義として，畜産物
の衛生管理について分かり易く解説した。
担当教員：宮本・荒川・舟橋
担当技術職員：野久保
　参加者からは「いのちを頂いているのだからしっかり食べて残さないようにしたい」，「その分しっかり生
きなければ」，「楽しく学べたので，また参加したい」などといった感想が寄せられ，概ね好評で満足度の高
い講座となった。本事業は，マツダ財団様に助成頂いた。
